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憲
法
第
二
四
条
「
家
族
生
活
に
お
け
る
個
人
の
尊
厳
と

両
性
の
平
等
」
と
第
九
条
「
平
和
主
義
」
の
視
点
か
ら
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
法
や
家
族
法
を
中
心
に
研
究
す
る
憲
法
学
者

の
二
冊
の
近
著
を
紹
介
す
る
。

　

各
タ
イ
ト
ル
は
、『《
世
界
》
が
こ
こ
を
忘
れ
て
も 

ア

フ
ガ
ン
女
性
・
フ
ァ
ル
ザ
ー
ナ
の
物
語
』
と
『
ペ
ン
と
ミ

シ
ン
と
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン 

ア
フ
ガ
ン
難
民
の
抵
抗
と
民
主

化
へ
の
道
』。
二
冊
と
も
中
東
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
現

状
を
伝
え
る
こ
と
を
テ
ー
マ
に
据
え
る
が
、
専
門
的
な
研

究
書
の
類
い
で
は
な
く
、
前
者
は
絵
本
、
後
者
は
写
真
集

で
あ
る
。
札
幌
市
内
に
あ
る
出
版
社
か
ら
、
今
年
（
二
〇

二
〇
年
）
相
次
い
で
刊
行
さ
れ
た
。

　
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
基
づ
く
暴
力
の
研
究
を
ラ
イ
フ
ワ
ー

ク
の
ひ
と
つ
」（
絵
本
あ
と
が
き
）
と
す
る
著
者
は
、
大

学
勤
務
の
傍
ら
、
中
東
な
ど
の
国
や
地
域
を
訪
れ
、
現
地

の
平
和
運
動
に
積
極
的
に
学
ん
で
い
る
と
い
い
、
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
も
そ
ん
な
訪
問
先
の
一
つ
で
あ
る
。
著
者
の
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
（
国
、
人
々
）
へ
の
思
い
、
初
訪
問
に
至

る
経
緯
な
ど
は
、
両
書
の
あ
と
が
き
に
詳
し
く
説
明
さ
れ

て
い
る
。

　

著
者
が
初
め
て
同
国
に
足
を
踏
み
入
れ
た
の
は
二
〇
一

二
年
。
そ
の
後
数
年
間
は
年
に
一
回
程
度
の
ペ
ー
ス
で
訪

問
を
続
け
て
い
た
が
、
二
〇
一
五
年
の
訪
問
を
最
後
に
再

訪
が
叶
わ
な
く
な
っ
て
、
そ
の
状
態
の
ま
ま
今
日
に
至
っ

て
い
る
と
い
う
。
と
い
う
の
も
、
９
・
11
テ
ロ
後
の
ア
フ

ガ
ン
空
爆
、
タ
リ
バ
ン
政
権
の
崩
壊
な
ど
を
背
景
に
、
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
社
会
情
勢
は
ま
す
ま
す
不
安
定
化
し
、

治
安
は
悪
化
し
、
ビ
ザ
の
取
得
も
で
き
な
く
な
っ
て
い
る

た
め
。
こ
う
し
た
な
か
で
女
性
へ
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
基
づ

く
差
別
は
さ
ら
に
深
刻
化
し
て
も
い
る
と
い
う
。

　

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
再
訪
が
叶
わ
な
い
状
況
が
続
く
な
か

で
発
刊
さ
れ
た
両
書
に
は
、
か
の
国
へ
の
思
い
を
断
ち
切

ら
れ
ま
い
と
す
る
著
者
の
熱
意
を
強
く
感
じ
る
。

◇　
　
　
　
　

◇

　

ま
ず
、
写
真
集
『
ペ
ン
と
ミ
シ
ン
と
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
』

は
、
二
〇
一
二
～
一
五
年
の
「
Ｒ
Ａ
Ｗ
Ａ
の
メ
ン
バ
ー
に

会
う
旅
の
中
で
撮
影
し
て
き
た
パ
キ
ス
タ
ン
や
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
の
写
真
を
ま
と
め
た
も
の
」（
は
し
が
き
）で
あ
る
。

Ｒ
Ａ
Ｗ
Ａ
は
「
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
女
性
革
命
協
会
」
の
略

称
で
、
一
九
七
七
年
設
立
の
同
国
初
の
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
団

体
。
著
者
は
日
本
国
内
で
活
動
す
る
「
Ｒ
Ａ
Ｗ
Ａ
と
連
帯

す
る
会
」
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
を
訪
れ

た
。

　

写
真
集
で
は
、
イ
ス
ラ
マ
バ
ー
ド
の
難
民
キ
ャ
ン
プ
や

首
都
カ
ー
ブ
ル
（
日
本
で
は
「
カ
ブ
ー
ル
」
の
表
記
が
一

般
的
）
の
状
況
を
紹
介
し
な
が
ら
、「
女
性
の
団
結
の
力

を
信
じ
、
自
由
で
平
等
な
民
主
的
社
会
の
構
築
の
た
め
に

歩
み
続
け
て
き
た
Ｒ
Ａ
Ｗ
Ａ
の
活
動
を
象
徴
す
る
」（
は

し
が
き
）
と
す
る
「
ヘ
ワ
ド
高
校
」
の
活
動
や
、
二
〇
〇

〇
年
前
後
以
降
に
相
次
い
で
設
立
さ
れ
た
諸
団
体
、
す
な

わ
ち
、「
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｗ
Ｃ
（
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
女
性
能
力
促

進
協
会
）」、「
Ｈ
Ａ
Ｗ
Ｃ
Ａ
（
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
女
性

と
子
ど
も
の
た
め
の
人
道
支
援
）」、「
Ａ
Ｆ
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
（
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
子
供
の
た
め
の
教
育
と
ケ
ア
）」
に
よ

る
様
々
な
女
性
対
象
の
自
立
支
援
な
ど
の
活
動
も
紹
介
し

て
い
る
。

　

タ
イ
ト
ル
の
『
ペ
ン
と
ミ
シ
ン
と
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
』
は
、

Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｗ
Ｃ
な
ど
が
主
宰
す
る
「
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
メ
ン

ト
」
を
目
的
と
し
た
識
字
教
育
、
縫
製
技
術
の
習
得
を
中

心
と
す
る
職
業
訓
練
、
芸
術
教
育
を
そ
れ
ぞ
れ
象
徴
す
る

単
語
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
宗
教
、
歴
史
、
慣

習
、
政
治
な
ど
様
々
な
要
因
が
複
雑
に
絡
ま
っ
て
現
在
も

続
く
ア
フ
ガ
ン
女
性
へ
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
差
別
は
、
教
育
機

会
の
格
差
・
不
平
等
に
も
つ
な
が
っ
て
お
り
、
そ
の
是
正

に
よ
る
女
性
の
自
立
の
促
進
は
、
同
国
の
民
主
化
へ
の
道

と
も
軌
を
一
に
し
て
い
る
。

◇　
　
　
　
　

◇

　

次
に
、
絵
本
で
あ
る
『《
世
界
》
が
こ
こ
を
忘
れ
て
も
』

は
、
副
題
の
と
お
り
、
架
空
の
一
人
の
ア
フ
ガ
ン
女
性
を

主
人
公
に
、
現
代
の
ア
フ
ガ
ン
女
性
を
め
ぐ
る
生
活
環
境

や
思
い
を
紹
介
す
る
内
容
で
あ
る
。

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
現
況
か
ら
考
え
る

平
和
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
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主
人
公
の
名
前
は
フ
ァ
ル
ザ
ー
ナ
。
設
定
上
、彼
女
は
、

パ
キ
ス
タ
ン
の
ア
フ
ガ
ン
難
民
キ
ャ
ン
プ
で
生
ま
れ
育

ち
、
現
在
は
家
族
と
首
都
カ
ー
ブ
ル
で
生
活
し
な
が
ら
、

弁
護
士
を
め
ざ
し
て
勉
強
中
の
大
学
生
で
あ
る
。
ま
た
、

大
学
に
通
う
傍
ら
、
あ
る
女
性
団
体
の
事
務
所
に
も
相
談

員
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
出
入
り
し
、
こ
こ
に
相
談
に

訪
れ
る
ア
フ
ガ
ン
女
性
た
ち
の
抱
え
る
様
々
な
問
題
に
も

触
れ
る
立
場
に
あ
る
。

　

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
だ
が
、
主
人
公
の
人
物
像
や
、
物
語
が

展
開
す
る
舞
台
と
な
っ
て
い
る
社
会
の
状
況
は
、
実
在
す

る
ア
フ
ガ
ン
女
性
ら
か
ら
著
者
が
聞
き
取
っ
た
話
な
ど
を

材
料
に
構
築
さ
れ
て
お
り
、「
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
に
極

め
て
近
い
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
」（
あ
と
が
き
）と
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
よ
う
な
前
提
で
読
む
と
、
例
え
ば
、
大
学
へ
行
こ

う
と
出
発
す
る
フ
ァ
ル
ザ
ー
ナ
に
、
母
親
が
爆
弾
テ
ロ
へ

の
対
策
と
し
て
人
通
り
の
多
い
と
こ
ろ
を
避
け
て
行
く
よ

う
注
意
を
促
す
シ
ー
ン
に
は
、
そ
れ
が
日
常
生
活
の
一
断

面
で
あ
る
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
尚
更
、
よ
り
リ
ア
ル

な
恐
怖
を
感
じ
る
。◇　

　
　
　
　

◇

　

現
在
、
日
本
を
含
め
、
世
界
が
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
な

か
な
か
目
を
向
け
な
く
な
っ
て
い
る
状
況
が
見
ら
れ
る

が
、
現
地
で
は
民
主
化
へ
の
努
力
が
確
か
に
続
い
て
い
る

こ
と
を
こ
の
二
冊
は
端
的
に
教
え
て
く
れ
る
。

  

私
た
ち
日
本
人
に
し
て
み
れ
ば
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
も

含
め
、
世
界
の
紛
争
地
域
の
現
状
を
知
る
こ
と
は
、
そ
れ

と
の
比
較
を
通
じ
て
日
本
の
社
会
・
憲
法
の
現
在
地
を
客

観
的
に
測
定
・
分
析
す
る
鏡
に
も
な
り
う
る
。
著
者
の
意

図
は
、
一
般
の
読
者
に
は
難
解
な
論
文
で
は
な
く
、
あ
え

て
絵
本
お
よ
び
写
真
集
と
い
う
か
た
ち
で
問
題
提
起
を
行

う
こ
と
で
、
よ
り
幅
広
い
層
に
対
し
て
問
題
意
識
の
共
有

を
図
ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と
に
あ
る
と
解
す
る
。
そ
う
で

あ
れ
ば
、
こ
う
し
た
著
者
の
意
図
が
な
る
べ
く
多
く
の

人
々
に
受
け
取
ら
れ
る
こ
と
を
願
う
。
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